
学校番号 2003 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ ２ 第３学年 

文英堂「UNICORN」 

美誠社「大学入学共通テスト英語

（Reading）対策 Reach 40 」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語コミュニケーションⅢの授業では、長文を読むことを中心として構成されています。教科書に掲

載されている、400 語～900 語までの長文を時間内に読解し、内容を理解することを目的としていま

す。まずは、長文を集中して読みきる力をつけましょう。 

・読解の際に必要な語彙や文法事項なども、必要に応じて提示し、新出語句に関しては発音、アクセン

トに注意しながらリピートする活動も行っています。発話に積極的に取り組み、英語の音に慣れてい

きましょう。 

・話す活動の一環として、読んだことに関して即興で自分の意見や考えを述べることにも取り組みます。

ただ読むのではなく、批判的に読解することも大切です。 

・二学期以降はセンター試験対策の演習を行っていきます。制限時間内にすばやく読解し、必要な情報

を得られるような効率のよい読み方を身につけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（２単位）、「コミュニケーション英語Ⅲ」（３単位）

及び「英語表現Ⅱ」（３単位） 

主な教材：文英堂「UNICORN」English CommunicationⅢ 

大学入学共通テスト英語（Reading）対策 Reach 40 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・読んだもの、

社会性のある

ことについ

て、1 分間で

50 語程度話す

ことができ

る。 

ディベー

ト 

リテリン

グ 

1 分間ス

ピーチ 

・読んだことに対

して、自分の意

見や考えを、正

確な英語で書く

ことができる。 

・要点をまとめ、

簡潔な英語で読

んだものをまと

めることができ

る。 

ラ イ テ ィ

ング課題 

定期考査 

・比較的長い対話

や、講義を聞

き、要点をとら

え、内容を理解

することができ

る。 

定期考査 ・物語文や随

筆を読んで、

情報を整理

しながら要

点をまとめ、

正確に読む

ことができ

る。 

・科学的な内

容の文章を、

情報を整理

しながら、且

つ批判的に

読むことが

できる。 

定期考査 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

英語を積極的に運用し、コミ

ュニケーションを図ろうとし

ているかを的確に評価できる

方法で実施。 

CAN-DO リストにある「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標

を客観的に迅速に、且つ的確

に評価できる方法。 

CAN-DO リストにある「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を客観的に、且つ的確に評

価できる方法で実施。 

英語を運用するために、必要

な文法知識や、コミュニケー

ションを円滑に進めるため

に、必要な文化を理解してい

るかを的確に評価できる方法

で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

(4 時間) 
Blocks to 

Solving 

Problems 

 

パズルを通

して、柔軟

な発想をす

ることの必

要性を述べ

た文章。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・取り上げられている

クイズについて、ペ

アで自分の意見を述

べる。 

・パートごとに内容を理

解するために、理解し

たことをペアで伝え合

う。 

・ペアで読んだこと

に対して、自分の

意見を述べてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・読んだものに対し
て、自分の意見を
まとめて話す。 

 

・読んだものに対し
て、キーワードを
意識しながら、正
確な英語で書く。 

・読んだものに対
して、キーワー
ドを意識しなが
ら、正確な英語
で書くことがで
きる。 

・提出されたライテ

ィング課題を添削

して評価する。 

「外国語理解の能力」 

・読んだものに対し
て、様々な質問に答
える。 

・読んだものに対し
て、英問英答に取
り組んだり、True 

or False の問題に
答える。 

・読んだものに対
して、英問英答に
取り組んだり、
True or False の問
題に答えることが
できる。 

・授業時間内に、質

問に対する、生徒の

正答率を記録させ、

提出させる。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・例示や比較の文章
展開を理解する。 

・例示や比較を用い
た文章を理解す
る。 

（本単元では設定
しない） 

・定期考査におい

て、例示や比較の

基本的な使い方が

身についているか

を確認する。 

Lesson ２ 

( 4 時間) 
Ideas 

Aren’t 

Cheap― 

They’re 

Free 

 

普通の人の

日常の中で

こそ、創造

性を発揮す

ることの重

要性を述べ

た文章。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・One-word exam

について、ペアで
自分の意見を話
す。 

・Creativity という
キーワードから、
ペアで得られた情
報をグループで伝
え合う。 

・ペア、グループ
で協力しなが
ら、情報を整理
できている。 

・ペア、グループで

の活動を観察す

る。 

「外国語表現の能力」 

・読んだものに対し
て、自分の意見を
ペアで伝え合う。 

・読んだものに対し
て、自分の意見を
まとめ、簡潔にペ
アに伝える。 

・読んだものに対
して、自分の意
見をまとめ、簡
潔にペアに伝え
ることができ
る。 

・ペア、グループで

の活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定し
ない） 

・パラグラフごとに
内容を理解する。 

（本単元では設定
しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・論理的な展開の文
章を理解する。 

・論理的な展開がど
のようになされて
いるかを意識しな
がら、読む。 

・論理的な展開の
文章について理
解している。 

・定期テストにおい

て、論理的な文章

構成が理解できて

いるかどうかを判

断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson３ 

( 4 時間) 
We Are  

Being 

Watched 

 

街中には監

視カメラが

設置され、

防犯上の効

果 と と も

に、一方で

不安な要素

も あ り ま

す。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・監視カメラについ

て、ペアで感じるこ

とを話す。 

・監視カメラの身近な実

例について知っている

ことを話す。 

・監視カメラについ

て知っている情報

を話すことができ

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・読んだものに対し
て、自分の意見を
簡潔に書く。 

・パートごとに意味
を把握し、要約す
る。 

・読んだもの対し
て、簡潔にまと
め、伝えること
ができる。 

・ライティングを提

出させ、添削をし

た上で評価する。 

「外国語理解の能力」 

・監視カメラの持つ
危険性という筆者
の考えを理解す
る。 

・パートごとに内容
をまとめ、ワーク
シートに英語で書
く。 

・監視カメラに関
しての文章を読
み、理解するこ
とができる。 

・英問英答などを通

して、内容理解が

できているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・逆説のつながりを
理解する。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を確認する。 

・逆説のつながり
を、読解を通し
て理解すること
ができる。 

・定期テストにおい

て、知識が身につ

いているかどうか

を判断する。 

Lesson ４ 

( 4 時間) 
How Are  

Robots 

Taking  

Over the  

World of  

Work 

 

AI の進歩に

よって、仕

事の形が変

わっていく

と言われて

い る な か

で、私たち

はどうすべ

きか。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定し
ない） 

（本単元では設定し
ない） 

（本単元では設定
しない） 

（本単元では設定
しない） 

「外国語表現の能力」 

・読んだものに対し
て、自分の意見を
簡潔に書く。 

・パートごとに意味
を把握し、要約す
る。 

・読んだもの対し
て、簡潔にまと
め、伝えること
ができる。 

・ライティングを提

出させ、添削をし

た上で評価する。 

「外国語理解の能力」 

・AI が雇用形態を
変える内容を把握
する。 

・分類や例示の内容
を把握する。 

・分類や例示で展
開されている内
容を把握するこ
とができる。 

・定期テストにおい

て、英問英答など

の質問に正確に解

答できているかど

うかによって、判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・各パラグラフの役
割を理解する。 

・本文中で用いられ
ていている用法
や、意味を確認す
る。 

・各パラグラフの
役割を理解でき
ている。 

・定期考査におい

て、実際の言語使

用場面を想定した

問を作成し、評価

する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson５ 

( ４時間) 
Rediscovering 

Washolu 

 

和食は長い歴

史を持つ貴重

な文化遺産で

す。正しく伝

えていくこと

が重要です。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・和食について、ど

のような印象を持

っているかをペア

で話し合う。 

・パラグラフごとに内

容を把握し、理解し

たことをペアで話し

合う。 

・ペアワークにおい

て互いに協力し、

会話を続けられ

る。 

・授業内で観察す

る。 

「外国語表現の能力」 

・文章を読んで、
その内容につい
て口頭で要約す
る。 

・各パラグラフの内
容を口頭で要約す
る。 

・ペアで和食の特徴
について知ってい
ることを話し合
う。 

・読んだ内容を口
頭で要約でき
る。 

 

・授業時間内に、発

表時間を設けて、

評価する。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定
しない） 

・各パラグラフの概
要を把握する。 

（本単元では設定
しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・列挙によって展
開されている文
章を理解する。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を確認する。 

・正確に該当文法
事項を理解でき
ている。 

・定期考査におい

て、実際の言語使

用場面を想定した

問を作成し、評価

する。 

Lesson ６ 

( ４時間) 
The “Oldest” 

Village in the 

World 

 

イギリス人一

家が、沖縄の

村を訪れ、食

に長寿の秘密

を探る。 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにお
いて、互いに協
力しながら会話
を続けることが
できる。 

・パラグラフごとに
内容に対する感想
や、批判的な意見
を伝え合う。 

・ペアワークにおい

て互いに協力し、

会話を続けられ

る。 

・授業内で観察す

る。 

「外国語表現の能力」 

・文章を読んで、
その内容につい
て口頭で要約す
る。 

・パラグラフごと
に、内容を要約
し、ペアで伝え合
う。 

・文章を読んで、
その内容を口頭
で要約できる。 

・授業時間内に、発

表時間を設けて、

評価する。 

「外国語理解の能力」 

・沖縄の村の長寿
の秘訣の概要を把
握できる。 

・英問に対して、正
確に答えを選択す
る。 

・英問に対して、
正確に答えを選択
する。 

・定期考査におい

て、読解の理解を問

うような質問を作成

し、評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・列挙で展開され
ている文章を理
解する。 

・本文中で用いられ
る意味や用法を確
認する。 

・列挙で展開され
ている内容を理
解している。 

・定期テストにおい

て、知識が身につ

いているかどうか

を確認する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson７ 

( ４時間) 
Luminous 

Fog Hides the 

Milky Way 

 

大都会の中心

部では、天の

川はおろか 1

等星さえ見え

ないかもしれ

ません。光害

は、健康にも

悪影響を与え

るそうです。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・光害について知っ

ていることをペア

で話し合う。 

・パラグラフごとに内

容を把握し、理解し

たことをペアで話し

合う。 

・ペアワークにおい

て互いに協力し、

会話を続けられ

る。 

・授業内で観察す

る。 

「外国語表現の能力」 

・文章を読んで、
その内容につい
て口頭で要約す
る。 

・各パラグラフの内
容を口頭で要約す
る。 

・ペアで光害による
悪影響について知
っていることを話
し合う。 

・読んだ内容を口
頭で要約でき
る。 

 

・授業時間内に、発

表時間を設けて、

評価する。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定
しない） 

・各パラグラフの概
要を把握する。 

（本単元では設定
しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・原因結果や対比
によって展開さ
れている文章を
理解する。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を確認する。 

・正確に該当文法
事項を理解でき
ている。 

・定期考査におい

て、実際の言語使

用場面を想定した

問を作成し、評価

する。 

Lesson ８ 

( ４時間) 
The Birth 

Of the  

Aralqum 

Desert 

 

巨大な湖、ア

ラル海は、な

ぜ砂漠になっ

たか。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにお
いて、互いに協
力しながら会話
を続けることが
できる。 

・パラグラフごとに
内容に対する感想
や、批判的な意見
を伝え合う。 

・ペアワークにおい

て互いに協力し、

会話を続けられ

る。 

・授業内で観察す

る。 

「外国語表現の能力」 

・文章を読んで、
その内容につい
て口頭で要約す
る。 

・パラグラフごと
に、内容を要約
し、ペアで伝え合
う。 

・文章を読んで、
その内容を口頭
で要約できる。 

・授業時間内に、発

表時間を設けて、

評価する。 

「外国語理解の能力」 

・アラル海が砂漠
になった経緯を把
握できる。 

・英問に対して、正
確に答えを選択す
る。 

・英問に対して、
正確に答えを選択
する。 

・定期考査におい

て、読解の理解を問

うような質問を作成

し、評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・時系列で展開さ
れている文章を
理解する。 

・本文中で用いられ
る意味や用法を確
認する。 

・時系列で展開さ
れている内容を
理解している。 

・定期テストにおい

て、知識が身につ

いているかどうか

を確認する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson９ 

( ４時間) 
Rediscovering 

Washolu 

 

和食は長い歴

史を持つ貴重

な文化遺産で

す。正しく伝

えていくこと

が重要です。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・和食について、ど

のような印象を持

っているかをペア

で話し合う。 

・パラグラフごとに内

容を把握し、理解し

たことをペアで話し

合う。 

・ペアワークにおい

て互いに協力し、

会話を続けられ

る。 

・授業内で観察す

る。 

「外国語表現の能力」 

・文章を読んで、
その内容につい
て口頭で要約す
る。 

・各パラグラフの内
容を口頭で要約す
る。 

・ペアで和食の特徴
について知ってい
ることを話し合
う。 

・読んだ内容を口
頭で要約でき
る。 

 

・授業時間内に、発

表時間を設けて、

評価する。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定
しない） 

・各パラグラフの概
要を把握する。 

（本単元では設定
しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・列挙によって展
開されている文
章を理解する。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を確認する。 

・正確に該当文法
事項を理解でき
ている。 

・定期考査におい

て、実際の言語使

用場面を想定した

問を作成し、評価

する。 

Lesson 10 

( ４時間) 
How to Fall in 

Love with  

Anyone 

  

 

アメリカの有

名な心理学者

が、初対面の

二人が必ず恋

に落ちる方法

を編み出しま

した。 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにお
いて、互いに協
力しながら会話
を続けることが
できる。 

・パラグラフごとに
内容に対する感想
や、批判的な意見
を伝え合う。 

・ペアワークにおい

て互いに協力し、

会話を続けられ

る。 

・授業内で観察す

る。 

「外国語表現の能力」 

・文章を読んで、
その内容につい
て口頭で要約す
る。 

・パラグラフごと
に、内容を要約
し、ペアで伝え合
う。 

・文章を読んで、
その内容を口頭
で要約できる。 

・授業時間内に、発

表時間を設けて、

評価する。 

「外国語理解の能力」 

・筆者の恋愛に対
する考察を把握で
きる。 

・英問に対して、正
確に答えを選択す
る。 

・英問に対して、
正確に答えを選択
する。 

・定期考査におい

て、読解の理解を問

うような質問を作成

し、評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・時系列で展開さ
れている文章を
理解する。 

・本文中で用いられ
る意味や用法を確
認する。 

・時系列で展開さ
れている内容を
理解している。 

・定期テストにおい

て、知識が身につ

いているかどうか

を確認する。 

 

 

 

 

 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

大学入学 

共通ﾃｽﾄ 

英語 

（reading） 

対策 

Reach 40 

 

 

（35 時間） 

大学入学 

共通テストの

演習 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

    

「外国語表現の能力」 

    

「外国語理解の能力」 

・制限時間内に英
語をすばやく読解
し、概要、及び必
要な情報を理解す
る。 

・制限時間を設定
し、読解する。 

・制限時間内に正
確に読めており、
問に正確に解答で
きる。 

・各授業終わりに、

正答率を提出させ、

評価する。 

・定期考査におい

て、同じ構成の問題

を出題し、評価す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・大学入学共通テ
ストに頻出する
単語や、文法を
理解する。 

・小テストを実施
し、単語や文法の
定着度を測る。 

・大学入学共通テ
ストの頻出単語や
文法を、理解でき
る。 

・小テストの点数、

及び、定期考査に

おいては、知識が

身についているか

を判断し、評価す

る。 


